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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 14日 (2004.1.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で
あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸
化 し た 時 の １ ４ ％ 以 下 で あ る 層 間 絶 縁 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で
あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸
化 し た 時 の １ ０ ％ 以 下 で あ る 層 間 絶 縁 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 層 間 絶 縁 膜 の 比 誘 電 率 が 、 ３ ． ５ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２
に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 層 間 絶 縁 膜 が 、 少 な く と も Ｓ ｉ － Ｃ Ｈ 3 結 合 ， Ｓ ｉ － Ｏ － Ｓ ｉ 結 合 ， Ｓ ｉ － Ｃ － Ｓ ｉ
結 合 の す べ て を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
Ｒ Ｓ ｉ (Ｏ Ｒ ') 3 （ 但 し 、 Ｒ は Ｃ Ｈ 3 ， Ｒ 'は Ｃ 2 Ｈ 5 ） で あ ら わ さ れ る モ ノ メ チ ル ト リ エ ト キ
シ シ ラ ン の 蒸 気 と 非 酸 化 性 ガ ス の 混 合 ガ ス を 用 い て プ ラ ズ マ 化 学 気 相 成 長 法 に よ り 層 間 絶
縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 配 線 を 形 成 す る 工 程 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
一 般 式 Ｒ ｎ Ｓ ｉ (Ｏ Ｒ ') 4 － ｎ （ 但 し 、 Ｒ は Ｃ Ｈ 3 ， Ｒ 'は Ｃ 2 Ｈ 5 ， ｎ ＝ ０ ～ ２ ） で あ ら わ さ
れ る メ チ ル エ ト キ シ シ ラ ン の 蒸 気 を 珪 素 １ に 対 し て Ｒ が ０ ． ７ ５ 以 上 １ ． ５ 以 下 に な る よ
う に 混 合 し た も の と 、 非 酸 化 性 ガ ス の 混 合 ガ ス を 用 い て プ ラ ズ マ 化 学 気 相 成 長 法 に よ り 層
間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 配 線 を 形 成
す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ７ 】
Ｒ Ｓ ｉ (Ｏ Ｒ ') 3 （ 但 し 、 Ｒ と Ｒ 'は Ｃ Ｈ 3 ） で あ ら わ さ れ る モ ノ メ チ ル ト リ メ ト キ シ シ ラ ン
の 蒸 気 、 或 い は 、 一 般 式 Ｒ ｎ Ｓ ｉ (Ｏ Ｒ ') 4 － ｎ （ 但 し 、 ｎ ＝ ０ ～ ２ ） で あ ら わ さ れ る メ チ
ル メ ト キ シ シ シ ラ ン の 蒸 気 を 珪 素 １ に 対 し て Ｒ が ０ ． ５ 以 上 １ ． ５ 以 下 に な る よ う に 混 合
し た も の 、 の い ず れ か と 、 非 酸 化 性 ガ ス の 混 合 ガ ス を 用 い て プ ラ ズ マ 化 学 気 相 成 長 法 に よ
り 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 配 線 を 形 成 す る 工 程 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 非 酸 化 性 ガ ス が 、 窒 素 ， 水 素 ， ア ン モ ニ ア ， ヘ リ ウ ム ， ア ル ゴ ン 或 い は こ れ ら の 混 合
物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ７ の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 非 酸 化 性 ガ ス が 、 窒 素 と 不 活 性 ガ ス の 混 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請
求 項 ７ の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 層 間 絶 縁 膜 の 形 成 工 程 は 、 (反 応 室 内 の 圧 力 )・ (反 応 室 の 容 積 )／ (ガ ス 総 流 量 )が ５ ０
０ (Ｔ ｏ ｒ ｒ ・ 秒 )以 下 の 条 件 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ９ の 何 れ か に 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 層 間 絶 縁 膜 の 形 成 工 程 は 、 (反 応 室 内 の 圧 力 )・ (反 応 室 の 容 積 )／ (ガ ス 総 流 量 )が ２ ８
０ (Ｔ ｏ ｒ ｒ ・ 秒 )以 下 の 条 件 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ９ の 何 れ か に 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で
あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸
化 し た 時 の １ ４ ％ 以 下 で あ る 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 層 間 絶 縁
膜 に 溝 或 い は 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 溝 或 い は 孔 が 埋 め 込 ま れ る よ う に 金 属 膜 を 堆 積 す
る 工 程 と 、 前 記 溝 内 部 或 い は 孔 内 部 以 外 の 前 記 金 属 膜 を 化 学 機 械 研 磨 法 で 除 去 す る 工 程 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で
あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸
化 し た 時 の １ ０ ％ 以 下 で あ る 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 層 間 絶 縁
膜 に 溝 或 い は 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 溝 或 い は 孔 が 埋 め 込 ま れ る よ う に 金 属 膜 を 堆 積 す
る 工 程 と 、 前 記 溝 内 部 或 い は 孔 内 部 以 外 の 前 記 金 属 膜 を 化 学 機 械 研 磨 法 で 除 去 す る 工 程 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 溝 の 形 成 工 程 は 、 前 記 層 間 絶 縁 膜 を 少 な く と も ５ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 の 圧 力 で 酸 素 を 含
む プ ラ ズ マ に さ ら す 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 又 は 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
金 属 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 第 １ の 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭
素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪
素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸 化 し た 時 の
１ ４ ％ 以 下 で あ る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 塗 布 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍
以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ

酸 化 し た 時 の １ ４ ％ 以 下 で あ る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記
第 １ の 絶 縁 膜 ， 前 記 塗 布 絶 縁 膜 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 か ら な る 積 層 膜 に 前 記 第 １ の 配 線 の 表 面
が 露 出 す る 孔 を 開 口 す る 工 程 と 、 前 記 孔 に 金 属 膜 を 埋 め 込 む 工 程 と 、 前 記 孔
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の 金 属 膜 を 研 磨 に よ り 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
金 属 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 第 １ の 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭
素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪
素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸 化 し た 時 の
１ ０ ％ 以 下 で あ る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 塗 布 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍
以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ

酸 化 し た 時 の １ ０ ％ 以 下 で あ る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記
第 １ の 絶 縁 膜 ， 前 記 塗 布 絶 縁 膜 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 か ら な る 積 層 膜 に 前 記 第 １ の 配 線 の 表 面
が 露 出 す る 孔 を 開 口 す る 工 程 と 、 前 記 孔 に 金 属 膜 を 埋 め 込 む 工 程 と 、 前 記

の 金 属 膜 を 研 磨 に よ り 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 孔 開 口 工 程 と 前 記 金 属 膜 埋 込 み 工 程 の 間 に 、 ５ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 の 圧 力 の 少 な く と も
酸 素 を 含 む プ ラ ズ マ 処 理 に よ り 、 前 記 孔 開 口 工 程 で 用 い た レ ジ ス ト を 除 去 す る 工 程 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 又 は 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
同 一 に 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線 と 、 前 記 各 配 線 間 に 形 成 さ れ た 、
前 記 絶 縁 膜 は 酸 化 珪 素 膜 よ り も 誘 電 率 が 低 い 低 誘 電 率 膜 の 単 層 膜 で

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】

に 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線 と 、 前 記 各 配 線 間 に 形 成 さ れ た 、 前 記
絶 縁 膜 は 、 複 数 の 絶 縁 膜 の 積 層 膜 か ら な り 、 最 上 層 の 絶 縁 膜 が 酸 化 珪 素 膜 よ り も 誘 電 率 が
低 い 低 誘 電 率 膜 で

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】

前 記 低 誘 電 率
膜 は 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍
以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ

酸 化 し た 時 の で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】

前 記 低 誘 電 率 膜 は 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含
み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以
上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 酸 化 し た 時 の １ ０ ％ 以 下 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
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膜 の 内 部 ま で 十 分 に 膜 厚 の 収 縮 率 が
前 記 配 線 上 に

膜 の 内 部 ま で 十
分 に 膜 厚 の 収 縮 率 が

内 部 に 前 記 金 属
膜 を 残 す よ う に 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 上

絶 縁 膜 内 埋 め 込 み 埋 め 込 み
あ っ て 、 前 記 低 誘 電 率

膜 は 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含 み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍
以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以 上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 膜 の 内 部 ま で 十
分 に 酸 化 し た 時 の 膜 厚 の 収 縮 率 が １ ４ ％ 以 下 で あ る

絶 縁 膜 内 埋 め 込 み 埋 め 込 み

あ っ て 、 前 記 低 誘 電 率 膜 は 、 少 な く と も 珪 素 ， 酸 素 ， 炭 素 の す べ て を 含
み 、 酸 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 数 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 炭 素 原 子 数 が 珪 素 原 子 の １ 倍 以
上 ２ 倍 以 下 で あ り 、 か つ 膜 の 内 部 ま で 十 分 に 酸 化 し た 時 の 膜 厚 の 収 縮 率 が １ ４ ％ 以 下 で あ
る

同 一 絶 縁 膜 内 に 形 成 さ れ た 複 数 の 埋 め 込 み 配 線 と 、 前 記 各 埋 め 込 み 配 線 間 に 形 成 さ れ た 、
前 記 絶 縁 膜 は 酸 化 珪 素 膜 よ り も 誘 電 率 が 低 い 低 誘 電 率 膜 の 単 層 膜 で あ っ て 、

膜 の 内 部 ま で 十
分 に 膜 厚 の 収 縮 率 が １ ０ ％ 以 下

絶 縁 膜 内 に 形 成 さ れ た 複 数 の 埋 め 込 み 配 線 と 、 前 記 各 埋 め 込 み 配 線 間 に 形 成 さ れ た 、 前 記
絶 縁 膜 は 、 複 数 の 絶 縁 膜 の 積 層 膜 か ら な り 、 最 上 層 の 絶 縁 膜 が 酸 化 珪 素 膜 よ り も 誘 電 率 が
低 い 低 誘 電 率 膜 で あ っ て 、

膜 の 内 部 ま で 十 分 に 膜 厚 の 収 縮 率 が
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